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私たち水口テクノスの生ゴミ循環エコロジーシステムは、単に生ごみを減量・資源化するだ
けではなく、地域の特性を活かして生ごみを「ごみから資源に、資源から商品にシフトさせる
まちの活性化を目指す一連の循環システム」です。また、環境と経済を両立する持続可能な
社会づくりの世界共通の目標となる SDGsの視点も加えて、今後も様 な々廃棄物リサイクル
システムに取り組んでまいります。

株式会社水口テクノス
住所：滋賀県甲賀市水口町松尾502-18　TEL：0748-62-1959　FAX：0748-63-1960
HP：http：//www.m-technos.com/
設立：昭和56年3月　業種：廃棄物リサイクル業
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当
社
で
は
、ご
み
の
減
量
化
と
循
環
型
社
会
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築
を
目
指
し
、平
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年
よ
り
一
般
家
庭
か

ら
の
生
ご
み
を
高
熟
成
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
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生
ゴ
ミ
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環
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コ
ロ
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シ
ス
テ
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開
発

し
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営
し
て
い
ま
す
。家
庭
で
の
プ
ロ
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ス
は
、

事
前
に
ニ
オ
イ
を
抑
え
る
効
果
の
あ
る
種
堆
肥

を
各
家
庭
に
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布
し
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ケ
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に
て
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堆
肥
・
生

ご
み
・
種
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番
で
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入
し
て
い
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ン
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ィ
ッ
チ
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に
す
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こ
と
で
悪
臭
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抑
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て
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収
し
た
生
ご
み
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当
社
リ
サ
イ
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ル
セ
ン
タ
ー
に
て
、草
・
剪
定
枝
な
ど
と
混
合
し
、

約
2
ヶ
月
ほ
ど
熟
成
発
酵
さ
せ
堆
肥
に
し
、滋
賀

県
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
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ン
ポ
君
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し
て
、

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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ま
た
、当
社
は
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
の「
再
生

利
用
事
業
登
録
」の
認
定
を
受
け
て
お
り
、大
型

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
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、ホ
テ
ル
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ど
か
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し
た
生
ご
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堆
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て
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搬
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だ
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さ
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取
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だ
き
な
が
ら
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き
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・
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取
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。

回収プロセス家庭プロセス

循環プロセス 発酵プロセス

ゴミステーション等に設置された生ゴミ
回収専用容器にご家庭のバケツの生ゴ
ミが入れられ、回収業者により空の容器
と交換されます。

弊社リサイクルセンターにて、破砕した
草・剪定枝・種堆肥など混合して、一次
発酵に14日間、二次発酵に40時間かけ
て堆肥化します。

ご家庭へ、「種堆肥」として還元されま
す。また、種堆肥は、みなくちテクノス
ファームでも利用され、美味しいメロン
やトマトや野菜などを栽培しています。

ご家庭では、生ゴミと種堆肥を交互に
バケツに入れます。
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